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●前理事長 深田三郎様が瑞宝双光章を叙勲されました。 

写真をつけてご披露させていただきます。長年勤務された農林省か

ら推挙されました。おめでとうございます。 

 

●河崎様がご夫婦で 12 月 2 日昼前に興戸(2 ㎞)から歩いて、メッセージ

を付けて激励を届けて下さいました。 

「里山の会の皆様 先日は達筆なお礼状いただきすみません。寒く

なりまたがお身体には気を付けて よい年を お迎えください」  

 

●11 月 29 日の午後から森島さんと太田さんが木津川希少種生育調査管理

業務 

除草場所で残っていた右岸の木津川市加茂町の二か所の除草を行っ

て完了となりました。そして、翌日には引き続いて集草作業に臨ん

でいただきました。12月 6日には八幡市の旧八幡東小学校横の堤防

の集草作業をされました。 

 

●玉ねぎの植付け畝への施肥や石灰散布 

師走に入って 2日には太田、森島、大村、金田さん達 4人が里山農

園の 9日に予定している玉ねぎの植付畝への施肥や石灰散布を行い

ました。これまでは木津川市の大釜様から玉ねぎ苗を 1000株ほど

お譲りいただいてきましたが、今年から大釜様が畑地を返却される

ので購入(300本)しての植付になります。昨年以上に手入れを大切

に生育に気を付けて皆さんやる気を出して取り組んでいこうと意気

込んでおられます。きっと大玉でおいしい出来栄えが期待されま

す。12月 1日には大村さんと有田さんが朝早くから牛糞を仕入れに出かけていただきました。9日

には畝が出来上がり、300本の玉葱苗を植え付けますので、お手伝いに是非ご参加下さい。みんなで

植え付ければ短い時間で作業は進みます。自分の手で植え付けることで気持ちが入り、玉ねぎが成

長していくことに関心が高まります。春から始まる雑草の繁茂除去にも力が入っていくのではない

でしょうか。農作物も子育てと一緒で丁寧に手入れをすればうまく収穫できると、多くの経験者は

語っておられます。本当だと思います。野菜にできるだけ声をかけて見守っていきましょう。 

 

●近鉄 OB 会に出席して 少子化問題高齢化問題の深刻さを痛感 12 月 1 日 大阪天山閣 

若手の幹事が世話をしてくれたので久しぶりに出席をしました。名簿では 50名が掲載されていまし

たが出席者は 16名でした。みんなの元気さに触れられ、退院してから初めて飲酒を味わいました。

三年ぶりの紹興酒がおいしかった。ところで 60歳定年で OB会初出席の人の話に驚きました。請負

業者の数が上本町営業所管内で 3社になってしまって、保守工事を進めるためには毎夜連続での作

業になっているのが現状で休業している暇はない、という状態になっているとの事。そして夜間の

作業時間は 3時間程度に短くなっているとの事でした。また直営の作業内容は点検台のついた車両

であったり、高所の点検などでは目視ではなく、ドローンを使用するなど映像での判断に変化して

いるようでした。使う道具も沿線市民の苦情もあり、充電式の電動工具で騒音対策がされ、規定通

りの強度が保持されるようになったという事でした。もし大きな災害や事故の時、現場に機械道具

を運搬できない場合、人力で対処しなければなりませんが、その時は長期の運休も仕方ないのだと

の事でした。時代の変化を強く感じた OB会でした。 



●同志社大学サッカー部から返答が届きました。12月 12、13、14日の 3日間で、昨年よりも 1日多く

ボランティアにお越しいただけるとのことです。事務局会議で検討しましたところ、雨天でも実行

する覚悟で受け入れようとなりました。初日は北部方面、2日目は京田辺附近 3日目は木津川市加

茂町方面の集草作業をお願いし、3日間とも京田辺市に集合地（同志社大学や近鉄新田辺駅または里

山の会事務所）を決めて、現場に送迎するにしました。送迎には母ちゃんズも協力の申し出をいた

だいています。ありがたいことです。よろしくお願いいたします。 

 

●京田辺市の最高峰通称千鉾山を踏破して尾根筋ハイキングコースの年末清掃に参加しましょう。 

12月 10日（日）9：30 集合場所 ①普賢寺

小学校前広場（駐車場）又は ②普賢寺ふれあ

いセンター（移動します）先週号でも案内い

たしましたが集合場所について「ふれあいセ

ンター」とも連絡があったようですが、駐車

場は普賢寺小学校前の広場を借用しておりま

すのでよろしくお願いします。              

 

●12 月 16 日の「親子冬の昆虫観察会」は予定通り

実行いたしますので多くの皆さんのご参加をお待ち

しています。 

今回もこれまで昆虫にご指導をお願いしてきた

前近畿大学教授の桜谷保之先生に名古屋からお

越しいただけることになりましたので、充実し

た観察会になります。また里山の会の昆虫担当

の金田徹・野村治さんもスタッフとして出席し

ます。特に先日金田さんはゴマダラチョウの幼虫

の発見を観察棟のエノキ樹でしました。今年の夏は異常な高温で 11月にも夏日が記録される異常な

天候でしたので、エノキの落葉はそんなに進んでなくて幼虫の冬越し準備が遅れているのではない

でしょうか？オオムラサキの幼虫の発見は昨年はできませんでしたので、今年こそはと思っていま

す。ぜひ多くの皆さんの目で発見をお願いいたします。10：00から普賢寺水取（普賢寺小学校から

南へ 800m）の里山農園の教育棟にお集まりください。（駐車場あり）10時から 12時までの調査とし

たいと思います。 

 

●第 4 回イタセンパラの復元を目指す会を開きます。どなたもご出席下さい。 

12 月 16 日（土）15：00～17：00 京田辺市社会福祉センター 

出席者は、光田重幸（実行委員長）桜谷保之 福井波恵 太田敏之 山村武正 森島保 大村幸正 

出席予定者は、綾史郎 河合典彦 金田徹 野村治 有田勉 大植登 その他関心のある方はどな

たでもご出席ください。お席は十分にあります。 

 

 

 

 

桜谷先生 
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ゴマダラチョウの幼虫 


